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論 文 内 容 の 要 旨 
この論文は、参考文献１，２の「Finitely Cogenerated Distributive Modules are  ‐cocyclic」および
「A Submodule Unrelated to the Corresponding Factor Module over a Commutative Ring」をまとめ、更に
未発表の結果を追加したものである。 
従来からの手法を独立させunrelated pairという名称にし、それに関する考察を深め、その結果distributive 
moduleに関する下記の結果（1）を示している。また、distributive modulに関するP.Vamos氏が1970年代に提
示した問題の解（2）について言及している。この際、同氏の結果の拡張を（3）にあるように提示している。 
 （1）Aをcommutative ring、Mをfinitely generated A-modul 、NをAMのfinitely generated submodule 
とする。このとき、NとM/Nがunrelated pairをなすのなら、以下が成立する。 
   ・NはMのdirect summnandである。 
   ・NのMにおけるdirect complementは一意的である。 
   ・Aのある元αによってN=aMが成り立つ。 
 （2）全てのfinitely cogenerated distributive modul は、任意のinjective module  に対して ‐cocyclic  
である。 
 （3）全てのfinitely generated semilocal distributive moduleは、任意のproj c-tive module Pに対して 
P-cyclicである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
環論においては、環上の加群の様々な性質が多くの研究者によって調べられてきた。環がある種の有限条件
やホモロジー的な条件を満たすとき、その上の加群の性質については環の構造との関連で詳しく分かる場合が
多い。一方、一般の環上の加群については、環の性質を用いることができないことも関係して、あまり分かっ
ていない。 
加群はその部分加群全体が和と共通部分に対して分配法則が成り立つとき分配的と言う。加群が分配的であ
ることとその加群の任意の剰余加群が同型な単純加群の２つ以上の直和を含まないこととは同値であることが
知られている。本研究は、分配的加群と関連して、２つの加群M、Nはそれらの任意の剰余加群に同型な単純部
分加群が現れないとき、対M.Nは関係をもたない組と定義し、有限条件を仮定しない一般の環に対して、その
上の加群をこのような性質との関連で考察している。特に、可換環上の有限生成加群Mとその有限生成部分加
群Nに対して、N、M/N州が関係をもたない組のとき、NはMの直和因子になると言う結果を得ている。この結
果は環が可換でない場合に成り立たず、可換環独自の性質を用いているところが一つの注目点である。 
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 一方、P.Vamosは有限生成で隆鎖律を満たす分配的加群は巡回群であることを示し、そしてこの命題に対す
る双対的な命題は得られるかという問題を提起した。本研究では巡回群の一般化としてX-巡回的加群を定義し
それを用いてこのVamosの結果の一般化を与えその双対の命題を示している。 
更に、環と両側イデアルに対して成り立つ中国式剰余定理を、関係をもたない組の記述を用いて加群に対す
る結果にまで一般化した。これにより、その応用範囲が広くなり興味深い結果であるといえる。また、他に関
係をもたない組やX－巡回的に関するいくつかの結果も与えている。 
 これらの結果は一般の環上の加群に対するいくつかの性質を明らかにしたもので、環論の研究に寄与するとこ
ろが大きく、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
